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表紙の人／根津商店四代（緑町）

⑨

　多摩立川保健所の「野菜をもう
一皿」企画、今月は〈ピリカラ榮〉。
食欲そそる辛い料理で野菜をおい
しく食べさせてくれるお店です。人
が必要なカルシウムやカリウム、ビタ
ミン C、食物繊維などの栄養素を
十分確保するためには、１日350ｇ
の野菜を食べることがお勧め。でも
都民の平均摂取量は 305ｇ。あと１
皿の野菜が欲しいところ。そこで多
摩立川保健所の「野菜メニュー店」
の存在が嬉しいというわけです。ピ
リカラ榮は砂糖を使いません。料理
の甘さは野菜の旨味。辛さの中に
も素材のおいしさが詰まっています。
お店で一番辛い料理が「ピリカラ
特製干鍋」、立派な海老が４本と
380ｇの野菜が入っています。辛い
けれどおいしい。一緒にいただくの
は野菜サラダ。ヒリヒリする口の中
を中和してくれる、野菜サラダもマ
イルドな飲み物もお店のオリジナル。
お腹の中がホコホコして、これから
の季節にぴったりです。

監修：東京都多摩立川保健所

立川市柴崎町 3-18-14
TEL 042-848-0473
営業時間　
11：30～ 14：00　17：30～ 22：00
定休日　火曜日

ピリカラ榮

ピリカラ特製干鍋

榮温泉玉子入り
シーザーサラダ　
野菜の量　200ｇ

かんごう



三多摩東京編入
神奈川県北多摩郡立川村

立川深層 ❸

　今年は明治維新から150年になります。その明治維新により私たちが
住んでいる三多摩地域は江戸時代幕府の直轄領で、代官の江

えがわひでたつ

川英龍が
知事に。当時、代官所が伊豆の韮

にらやま

山だった関係で一時韮山県になりま
したが、明治4年神奈川県に編入されました。
　ところが明治26年（1893）2月18日、政府が突如「東京府・神奈川県
境域変更法案」を帝国議会に提出。その提出理由を要約すると「東京府
飲料水の必要上より止むを得ず茲

ここ

に管轄換を為さざるべからざる事とな
れり。多摩川は東京府飲料水に大関係あることは殆

ほとん

ど二百年来に渉
わた

り、
加ふるに目下東京市に於て経営しつつある水道工事の水源は玉川上水
より取るが故に、尚一層の関係を増加せり」として、地域に何の相談もな
く一方的に三多摩地域を東京府へ移管する法案が提出されました。
　この提案に三多摩地域からは猛反対が起こり、特に西多摩、南多摩
地域は全ての町村長が辞職を表明、北多摩でも「涙血百拝貴衆両院議
員諸君ニ哀告ス」と題し、「若

も

しこの法案が通過することがあれば、到底
座してこの職を務めることは出来ないのでその職を辞退することになる」
と抗議し立川、谷保、中

なかとう

藤、狛江、砧
きぬた

（現世田谷区）の5つの村が同調し、
反対を表明しました。
　神奈川県議会では自由党所属の全議員が連名で「…法律案は甚だ唐
突に出て県下人民の驚愕する所であり、三郡人民に在りては特に一大恐
慌を来たしている。多摩三群は実に神奈川県の財源を担っており、三郡
を欠けば神奈川県は財源を失い自治の基本を失しなう。又、三郡は東
京府移管により過重な負担を受けるようになる」と反対理由書を提出して
抗議しました。この時期国政は立憲改進党と立憲自由党が担っており、
自由党は野党の立場で移管には反対でした。自由党の地盤であった西
多摩と南多摩郡は反対、砂川をはじめ北多摩郡の上記の5つの村を除く
村々は推進派でした。
　明治26年2月28日議会最終日に十分な審議もされないまま、賛成
133票、反対110票その差23票で可決され4月1日から三多摩地域は東
京府に移管されました。西多摩、南多摩では郡を挙げて反対しました。
反対理由書の中にある「神奈川県は大きな財源を失い」「三多摩は過重
な負担を強いられる」という問題はどうなったのか。また「法案が通過す
れば職を辞する」といっていた町村長はその後どうなったのか。移管後し
ばらく続いた反対運動も間もなく収束しました。それから126年、今私
達は東京都民です。
　多摩移管百年を記念して、平成5年7月から11月まで昭和記念公園未
開園部分で「ＴＡＭＡらいふ21」が開催されました。

案内人：豊泉喜一氏
明治9年の多摩地域、中央にまっすぐのびているのが玉川上水

地券（明治9年）砂川村が神奈川県だった時代

移管反対陳情書署名村

ＴＡＭＡらいふ21「第12回立川マラソン」



国文学研究資料館教授　
中世文学・中世芸能の研究、古典籍書誌学の研究を主とする。

落合博志さん

―
―
今
回
の
展
示
は
落
合
先
生
が
主
に
ご
担
当
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

落
合　
入
口
敦
志
先
生
や
神
作
研
一
先
生
、
粂
汐
里
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
を

担
当
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
私
が
ま
と
め
ま
し
た
。

―
―
今
回
の
展
示
は
ど
う
い
っ
た
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

落
合　
通
常
展
示
の
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
が
日
本
の
古
典
籍
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
歩
進
ん
で
、
古
典
籍
の
特
色
や

歴
史
、
本
と
人
間
の
関
係
な
ど
を
さ
ま
ざ
な
視
点
か
ら
考
え
る
と
い
う
の
が
狙
い

で
す
。

―
―
先
生
の
ご
担
当
さ
れ
た
部
分
に
「
一い
っ
ぽ
ん
し
ょ

本
書
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
一
本
書
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

落
合　
普
通
は
そ
う
で
す
よ
ね
。
辞
書
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。
こ
の
一
本

し
か
世
の
中
に
存
在
し
て
い
な
い
書
と
い
う
こ
と
で
、
秘
伝
の
書
な
わ
け
で
す
。

―
―
ど
ん
な
秘
伝
な
ん
で
し
ょ
う
。

落
合　
展
示
し
て
あ
る
も
の
の
一
つ
は
仏
教
の
秘
伝
で
す
。
あ
と
の
二
つ
は
「
能

楽
」
の
秘
伝
で
す
。

―
―
仏
教
は
秘
伝
な
ん
で
す
ね
。

落
合　
宗
教
と
か
芸
能
と
い
う
の
は
伝
授
事
で
す
か
ら
ね
。
醍
醐
寺
三
宝
院
を
拠

点
と
す
る
真
言
宗
の
流
派
の
、
三
宝
院
流
の
中
で
作

製
さ
れ
た
伝
書
「
石せ
き
し
つ室
」
を
今
回
展
示
し
て
い
ま
す
。

後ご

う

だ
宇
多
院い
ん

が
こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
も
の
だ
か
ら
石
の

室む
ろ

に
入
れ
て
大
切
に
す
る
よ
う
に
と
命
じ
た
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
由
来
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

―
―
絵
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
か
？

落
合　
こ
れ
は
「
胎
内
五
位
」
と
い
っ
て
、
人
間
が
生
ま
れ
る
前
、
胎
内
で
ど
の

よ
う
に
発
達
す
る
か
と
い
う
五
段
階
を
図
示
し
た
も
の
で
す
ね
。
そ
の
段
階
が
ど

の
如
来
に
当
た
る
か
と
い
う
種
字
が
上
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
。
で
、
こ
ち
ら
は
能
の
秘
伝
書
。

落
合　
世
阿
弥
の
伝
書
「
花か
き
ょ
う鏡
」
で
す
。
能
の
演
技
や
稽
古
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
老
後
に
至
る
ま
で
の
間
に
考
え
得
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
こ
の
最
終
条
の
「
奥お
く
の
だ
ん段
」
に
説
か
れ
て
い
る
「
初
心
不
可
忘
（
初
心
忘

る
べ
か
ら
ず
）」
は
、
今
で
は
有
名
な
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
元
は
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
勉
強
に
な
り
ま
す
。
絵
が
き
れ
い

な
本
は
ま
た
楽
し
い
で
す
ね
。

落
合　
「
福
富
草
紙
」
や
「
十
二
類
絵
巻
」
な
ど
は
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
絵

を
以
て
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
う
で
す
よ
ね
。
放
屁
芸
で
富
を
得
る
な
ん
て
、
今
で
も
笑
え
ま
す
（
笑
）。

十
二
類
絵
巻
も
鹿
と
か
狸
と
か
犬
と
か
蛇
と
か
、
動
物
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い

る
。 

こ
う
し
て
絵
だ
け
見
て
い
て
も
楽
し
い
で
す
。

落
合　
百
人
一
首
も
絵
が
多
色
摺
り
で
美
し
い
で
す
よ
。

―
―
今
回
の
展
示
に
は
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
有
名
な
本
も
あ
る

ん
で
す
ね
。

落
合　
「
著
名
な
本
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

」「
往
お
う
じ
ょ
う
よ
う
し
ゅ
う

生
要
集
」

「
正し
ょ
う
ぼ
う
げ
ん
ぞ
う

法
眼
蔵
」「
解か
い
た
い
し
ん
し
ょ

体
新
書
」「
北ほ
く
え
つ
せ
っ
ぷ

越
雪
譜
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
校

生
や
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
観
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

―
―
「
解
体
新
書
」
な
ど
、
そ
の
一
部
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ナ
ー
で
も
観
る
こ
と
が

で
き
て
、
ペ
ー
ジ
が
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

落
合　
木
版
の
精
緻
な
彫
り
の
技
を
実
際
に
観
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
北
越
雪
譜
」
の
挿
絵
な
ど
も
よ
く
こ
ん
な
に
彫
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

―
―
先
生
、
お
気
に
入
り
な
の
が
「
大や
ま
と和

本ほ
ん
ぞ
う草

」
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
だ
と
か
（
笑
）。

落
合　
実
物
と
は
だ
い
ぶ
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
貝
原
益
軒
は
た
ぶ
ん
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
見
た
こ
と
が
な
く
て
描
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
他
の
生
き
物
は
と

て
も
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
‥
‥
。
情
報
が
少
な
す
ぎ

て
こ
ん
な
風
に
し
か
描
け
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

―
―
ゆ
る
キ
ャ
ラ
み
た
い
で
す
よ
ね
（
笑
）。
こ
う
し
て
グ
ル
ッ
と
一
回
り
し
た
だ

け
で
も
少
し
賢
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
図
録
を
い
た
だ
い
た
の
で
も
う
ち
ょ
っ

と
読
み
込
ん
で
、
も
う
一
度
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

企画展示「本のかたち　本のこころ」

開催期間　2019年10月15日（火）～12月14日（土）
会場　国文学研究資料館1階展示室
開館時間　午前10時～午後4時半（入室は午後4時まで）
休室日　日曜・祝日
入場無料
ギャラリートークがあります。国文研ウェブサイトでご確認ください。

あ
の
人
、
こ
の
人
、
立
川
人
68

［ 

立
川
に
育
ま
れ
て 

⑨ 

］ 

［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
］

き
ら
り
！
こ
の
顔

こ
こ
に
あ
る
の
は
本
物
で
す

国
文
学
研
究
資
料
館
企
画
展
　「
本
の
か
た
ち  

本
の
こ
こ
ろ
」

デ
ジ
タ
ル
で
本
が
読
め
る
時
代
。
で
も
紙
の
本
の
魅
力
は
廃
れ
て
い
ま
せ
ん
。

歴
史
を
遡
っ
て
、本
の
か
た
ち
や
種
類
、人
と
の
関
係
を
「
企
画
展
」に
し
て
み
ま
し
た
。

「
天
下
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
本
」も
、
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

屏風に貼られた絵巻　「雀の夕顔」から

落合先生のギャラリートークの様子

石室

解体新書から

大和本草　左下がカブトガニ 北越雪譜から

花鏡　5 行目に「初心不可忘」と記される

福富草紙



多摩楽友協会25周年記念 第9回多摩文化交流コンサート
多摩地域にいる音楽愛好家、文化に関心のある人たちの集まりとして発足した多摩楽友会。
発足25周年を記念して、今年は会長 青木久氏の地元立川でコンサートを開催しました。

「文化は足元から」を合言葉に
　1989年に音楽愛好家が集まり、地域の音楽文化の振興を目的とした活動を始めるようになったのが多摩楽友協会の始まりです。

1994年一般社団法人 多摩楽友協会となりました。会長は立川市職員として40年、立川市長として5期20年務められた青木久さん。
街づくりには50年、地域に文化が根付くには200年300年かかると言われているそうですが、多摩地域で草の根文化交流を続けて25年が経ちました。

この間に多くの方のご理解とご協力を得て、多摩地域各市でそれぞれ地元の特色を生かしたコンサートを開催。昨年は八王子開催らしく芸者衆や車人形も出演したそうです。
2019年10月14日　会場のアリーナ立川立飛には多くの人が集い、まさに草の根交流、手作りの温かいイベントでした。

主催者挨拶の青木久さん。お元気でとても若々しいお声でした。来賓挨拶される小町邦彦教育長

東京消防庁音楽隊（カラーガーズ）創立70周年の音楽隊、明るく元
気よく気持ちのいい演奏で、カラーガーズ隊も花を添えていました。

formation teamK ソシアルダンス　
社交ダンスを郡部スタイルで、ジブリメドレーを軽やかに。

真如太鼓　東日本大震災で犠牲になられた方々への廻向と
エールを込めて。

真如太鼓　吹螺（すいら）吹き鳴らし

小笠原流きもの着付学院　着物を通しての「女の一生」、
着物文化の表現が斬新でした。

西多摩太鼓　福生を拠点として活動されています。
力強くエネルギッシュな演奏でした。

立川消防署　AEDの実演　知っていれば誰かの命が救えるかも。

石川太郎さん（石川酒造社長） 浦野典子さん

立川女子高校と昭和第一学園高校の合同演奏　学校ごとの演奏の後、コラボして一層パワフルサウンドに。
ソロの演奏もすばらしかったですね。赤いネクタイが立川女子高校。

第五中学校

米国空軍太平洋音楽隊 Pacific Showcase
横田基地とパールハーバー・ヒッカム統合基地を拠点にしている音楽隊。
さすがプロ！という演奏でした。

JYOLLY WEST JAZZ ORCHESTRA 2004 年多摩六都主催「ビッグバンド養成
講座」から誕生の社会人バンドで、馴染み深い名曲でした。

合同演奏　控え席にいる立川市立第五中学校吹奏楽部も一緒に演奏しました。

おそきウインドアンサンブル　青梅市小曽木を拠点とする地域コミュニティバンド。2016年に誕生した
ばかりの若い団体だそうですが、1人1人がとてもしっかり演奏されているのがよくわかりました。

東京工芸大学芸術学部アニメーション科　木村黎那

浦野修さん　防災士講演　
日本防災士第一号ならではのお話。

〔稲むらの火〕は1854 年の安政南海地震津波に際してあった出来事をもとにした物語。すばらしい朗読とハーモニカ演奏でした。

第五中学校



〒190-0022
立川市錦町1丁目5-31 88TEES立川
TEL 050-3467-6154
営業時間
ランチ　
11：30～(月～金) 不定休あり
※限定15食、完売次第終了。
ディナー
17：00～23：30（冬季）
18：00～23：30（夏季）
定休日　日曜日

☆詳しくは、『多摩てばこネット』
　［お店情報］をご覧ください。

Ｊ：ＣＯＭ 多摩：11ch・111ch

えくてびあんの輪えくてびあんの輪

相模屋酒店
メンズカット ヤザワ
大型コインランドリー マンマチャオ栄町店

ルーデンス食堂
米穀・食料品 横町屋
中華料理店 太幸苑
セイロン風カリー シギリア
ふじ整体院
ライブハウス Crazy JAM
立川湯屋敷 梅の湯
ヘアーサロン イトウ
立川伊勢屋 本店
大野サイクル
立川キリスト教教会
サロン・ケベクア美容室
HAIR MAKES たしろ

うなぎ しら澤
中華料理 福心樓
久住ハウジング（株）
不動産 大晋商事
ヤマハミュージックアベニュー立川
蕎麦懐石 無庵
TABACCONIST ゼフィルス
ビストロ シェ・タスケ
あら井鮨総本店
大衆劇場 立川けやき座
立川伊勢屋 ルミネ店
たましん すまいるプラザ立川
オリオン書房 ルミネ立川店
みずほ銀行 立川支店
コスメドール 辰己屋
エミリーフローゲ 本店
キャフェ クリムト
黒毛和牛専門店 焼肉 FUKI
宮地楽器 MUSIC JOY 立川北
TAKE THE HONEY スイーツ
三井住友銀行 立川支店
レストラン サヴィニ
立川献血ルーム
アートルーム 新紀元
MOTHERS ORIENTAL
たましん 本店
和食どころ 若草茶屋
三上鰹節店
エフエムたちかわ
ビックカメラ 立川店
Charcoal Dining るもん
酒亭 玉河
三菱東京 UFJ 銀行 立川支店
玉屋 KITCHEN
立川グランドホテル
カフェ アバン
手打ちそば しぇ もと
シンボパン
天ぷら わかやま
多摩水族館
和菓子 井筒屋
すし 魚正
園部肉店
Cut Studio SOFIA

536-2476
536-8738

522-2609
527-0906
507-2418
540-9155
529-9507
522-3800
522-6281
522-3793
523-2061
526-6826
527-4716
525-2175

524-5061
524-2343
527-8007
525-3110
523-1431
524-0512
524-0514
527-5959
522-2957
512-5057
524-3395

0120-667-646
527-2311
524-3121
524-6051
527-1138
526-3030
523-0166
527-6888
523-8200
522-2151
525-1662
527-1140
528-6952
528-0855
526-7700
526-0010
522-3259
524-0844
548-1111
527-3022
522-2654
524-4121
595-7847
525-1405
527-4479
529-5468
522-6211
525-0222
524-0288
522-4433
522-3437
522-2901
528-3241

高
松
町

栄
町

えくてびあんはリストのお店にあります。
今月は 栄町・高松町・曙町 のお店です。

曙
町

　緑町にある国立極地研究所 南極・北極科学館の来館
者が30万人を突破しました。栄えある30万人目は武蔵
村山市からいらした露木さんご家族。9月28日（土）午後、
科学館へは初めて来たとおっしゃる露木さんご家族に中村
卓司国立極地研究所長から記念品が渡されました。

　ひっそりと佇む店の入口に暖簾が掛かり、点される灯り。
日暮れを待って、小さな舞台『よこ山』は始まります。予
約を受けるのは１日に３組のみの、まさに隠れ家的お店。
2006年より、店主 横山始

はじめ

さんが一人で厨房に立ち続けて
います。
　立川の個店ではあ
まり見られない、ふ
ぐコースでのおもてな
し。一番おいしい季
節にだけ提供するふ
ぐは、豊後水道の荒
海で育った厳選もの、
大分産や宮崎産の活

けとらふぐです。前菜(季節の５種盛り) に添える煮こごり
をはじめ、お刺身・唐揚げ・炭焼きふぐ・お鍋など、シン
プルで贅沢なふぐ尽くしのご馳走。てっさには、白身魚を
活かすため納得のいくまで改良を重ねたポン酢、もみじ
おろし、高級品の鴨

こうとう

頭ねぎ（ふぐねぎ）が添えられます。
　「少しでも場が和むように、料理が援護射撃になればい
いなという気持ちで作っています」。大事な方を自信をもっ
てお連れできると重宝される 『よこ山』は、遠方からのお
客様も少なくありません。日にちと人数、予算を伝えてあ
とはおまかせ、という方がほとんどだといいます。
　今年、限定15食のランチがスタート。小鉢にまでこだわっ
た彩り豊かな和定食が、若い方々に大好評。出会いの輪
はさらに広がり、結納やご家族のお祝い事などに利用す
るお客様も増えたそうです。
　５年、10年ごとに“変わること”を自身にかしてきた横山
さん。早くも、次なる挑戦が気になります。

ふくよこ山

　10月10日（木）に開催された立川消防署 事業所自衛消
防審査会。もともとハイレベルな戦いと言われていますが、
今年は例年以上に僅差の勝敗となりました。女子隊3位
のグランデュオ隊、実は4位のJR立川駅女子隊と同点。

グランデュ
オが0.53秒
速く火点を
倒して3位
入賞。男子
隊の4位以
下も混戦状態でした。参加された事業所はいずれも多くの
方が集う場所。安心安全のために頑張る姿が頼もしいで
す。審査会当日の詳細は多摩てばこネットにアップされて
います。

レベルが高かった 自衛消防審査会

　立川にある国文学研究資料館、国立国語研究所が所属する大学共同利用機関法人 人間文化研究機構は、日
本研究の国際的発展と日本文化の理解を世界に深めてもらうことを目的として、一般社団法人クラレ財団の協力
の下に人間文化研究機構日本研究国際賞を創設しました。海外を拠点として日本に関する人間文化研究において
優れた成果を上げ日本研究の国際的発展に貢献した研究者に授賞するものです。この度第1回受賞者が決定し、
その授賞式と記念講演が一般公開されることとなりました。第
1回受賞者　ハルオ・シラネ氏はコロンビア大学教授で、「源氏
物語」や「奥の細道」などの日本古典研究で知られていますが、
何よりもシラネ氏の下で学んだ学生がすでに何十人も研究者と
してその道を極め、世界中で日本文化を伝えているということ
がすばらしい。授賞式・講演「和歌・神・環境――日本文化の
自然観」は2019年12月17日（火）15：00から約90分。場所
は日本学士院（台東区上野公園7-32）です。どなたでも聴講で
きますが申し込みが必要です。聴講応募の詳細は人間文化研
究機構webサイトへ。URL https://www.nihu.jp/

ハルオ・シラネ氏講演 どなたでも聴講できます

大規模災害時には燃料で貢献します
　昨今の各地災害状況を見ると、大規模災害時の消防活動が
長期化することは容易に想像できます。東京消防庁で備蓄し
ていても、燃料の備蓄には限りがあります。この度梅田商店
さんがご協力くださることになり、9月25日「大規模災害時に
おける燃料の供給に関する協定」を立川消防署との間で締結さ
れました。梅田商店さんは90年近く地域に根ざして営業され
てきたお店。梅田商店さんから燃料の供給を受けて消防活動
が継続されるのですから、広く地域に貢献されることとなりま
す。ありがたいですね。

日本一強いチームは
             立川にいます
　ビーチサッカーの全国大会決勝戦が、10月26日（土）タチヒビー
チで行われました。春と夏の予選を経て勝ち残った4チーム。最
後に優勝の喜びを勝ち取ったのは立川を拠点とする東京ヴェルディ
BSでした。立川市長から賞状、立飛HDからは賞金100万円が渡
されました。決勝戦はハラハラドキドキ、延長戦の辛勝でした。

消防団が増員されました
　10月26日（土）立川市役所で立川市消防団 機能別分団の
任命式がありました。東京医療保険大学立川キャンパスで学ぶ
学生2年生から4年生までの82名が入団しました。立川市消
防団の長い歴史の中でも初めてのことです。機能別とは医療専
門分野の消防団員として活動するということで、立川市と連携
協定を結んだ大学の社会貢献の一環です。自ら希望して消防団
員になられたそうですが、若い方の協力はとても頼もしいです。

富士山白くなりました
　「即位正殿の儀」号外が街に配られた10月22日、富士山が
令和元年初冠雪。立川から見える富士山が、富士山らしくな
りました。例年より22日、昨年より26日遅いそうですが、冬
を目の前にして秋の季語である「台風」も、そろそろ鎮まってく
れるでしょうか。

無断転載を禁じます。

えくてびあん ⓒ 
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30万人目は露木さん

ふぐの煮こごりを添えた前菜（季節の５種盛り）とてっさ

前列　根津淑子さん、後列右から　根津盛行さん、
柑
か ん な

那ちゃん、祐太郎さん、夕菜ちゃん、翔平さん

　根津商店はまもなく創業70年。初代の春行さん
は長野県出身。「りんごと言えば青森」の時代、長
野のりんごを初めて東京の市場へ卸しりんご問屋と
して創業。奥様の淑子さんと頑張って、やがて果
物から青果へと商いの枠を広げました。北口銀座
通りの小売店、第一デパート地下にあった八百屋さ
んと言えば、立川の地の人なら知っている老舗で
す。現在は二代目の盛行さんが卸専門の青果業を、
三代目の祐太郎さんが4 年前、サンサンロードにお
しゃれなカフェを開店しました。Adam's awesome 
PIEがそのお店。弟の翔平さんと仲良くお店を切り
盛りしています。根津さんの野菜ですから、サラダ
バーは魅力的。野菜だけでも、きれい・新鮮・美
味しいの三拍子。そこに、パイやチキン、ハンバー
ガー。記念日にはプレートを飾ったスイーツも。シ
カゴピザもいいけれど、やっぱり長野県産りんごを
使ったアップルパイは絶品です！

◆災害に次ぐ災害で、本当に言葉もありません。犠
牲になられた方々のご冥福をお祈りするとともに、
一日も早い復興を心からご祈念申し上げます◆台
風、大雨、ラグビー、東京オリンピックの一部が札
幌へなどと情報が溢れる日々を過ごしている間に、
季節は冬を迎えました。平成9年から続いてきた昭
和記念公園のウインタービスタイルミネーションが、
今年から実施されないと聞いて驚いた方も多いで
しょう。ずっと続くと思っていただけにやはりちょっ
と寂しい◆どこかに何かができると人の動きも変わ
るもの。GREEN SPRINGSの開業で、来年はサン
サンロードのイルミネーションが豪華絢爛になるの
では？ との声も上がっています◆国文学研究資料
館 研究者の皆さんに順次インタビューしたことがあ
りました。東日本大震災の直後に、当時副館長だっ
た武井協三先生がこんなことをおっしゃっていまし
た◆「（震災を通して）我々のような文化や文学の研
究者に一体何ができるんだろうと、非常に無力感に
陥ることがあるんだけれども、大変な一定期間が過
ぎた時に人間が何を求めるか。（命を生き長らえるこ
とができるようになった時）豊かに生きたいと思う、
それが文学だとか文化ではないか」と◆令和元年10
月22日。大雨の中に一瞬日が差して、東京には二
重の虹がかかりました。富士山は初冠雪。豊かな自
然を背景に、アートや音楽、文学にサイエンス。文
化の拠点ともなろうとしている立川を、今日もえくて
びあんは走ります。　　　えくてびあんスタッフ一同

女子隊優勝の陸上自衛隊東立川駐屯地隊

男子隊優勝の立飛ホールディングス隊

ハルオ・シラネ氏についてのエピソードを語る長島弘明教授
（人間文化研究機構メディア懇談会にて）

露木さんご一家　後ろは中村卓司所長（左）と本吉洋一広報室長

立川消防署長（左）と梅田商店代表取締役 梅田光勇さん

10月23日柴崎町からの富士山　手前の大きな瓦屋根は普済寺

任命式に参加した学生たちと立川市消防団団長、
副団長ら（前列左側）、清水市長、東京医療保険大学副
学長 山西文子さん、鈴木立川消防署長（右端）



立川と語ろう  立川に生きよう

「こころ」を読み取る企画展「こころ」を読み取る企画展

表紙の人／根津商店四代（緑町）

⑨

　多摩立川保健所の「野菜をもう
一皿」企画、今月は〈ピリカラ榮〉。
食欲そそる辛い料理で野菜をおい
しく食べさせてくれるお店です。人
が必要なカルシウムやカリウム、ビタ
ミン C、食物繊維などの栄養素を
十分確保するためには、１日350ｇ
の野菜を食べることがお勧め。でも
都民の平均摂取量は 305ｇ。あと１
皿の野菜が欲しいところ。そこで多
摩立川保健所の「野菜メニュー店」
の存在が嬉しいというわけです。ピ
リカラ榮は砂糖を使いません。料理
の甘さは野菜の旨味。辛さの中に
も素材のおいしさが詰まっています。
お店で一番辛い料理が「ピリカラ
特製干鍋」、立派な海老が４本と
380ｇの野菜が入っています。辛い
けれどおいしい。一緒にいただくの
は野菜サラダ。ヒリヒリする口の中
を中和してくれる、野菜サラダもマ
イルドな飲み物もお店のオリジナル。
お腹の中がホコホコして、これから
の季節にぴったりです。

監修：東京都多摩立川保健所

立川市柴崎町 3-18-14
TEL 042-848-0473
営業時間　
11：30～ 14：00　17：30～ 22：00
定休日　火曜日

ピリカラ榮

ピリカラ特製干鍋

榮温泉玉子入り
シーザーサラダ　
野菜の量　200ｇ

かんごう


